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松

本

文

三

郎

一

壇

経

の

諸

本

支
那
灘
宗
の
第
六
頽
慧
能
大
師

の
作
と
し
て
傳

へ
ら
る
、
法
贅
壇
経
に
は
古
來
諸
種
の
異
本
が
あ
ウ
、
時
代
に
よ

つ
て
次
第
に
愛
化
し
、
其
文
字
内
容
に
少
か
ら
ざ
る
異
同
を
生
じ
た
ら
し

い
と

い
ふ
こ
と
は
、
斯
経
研
究
者
の
均
し

く
認
む
る
所
で
あ
る
。
現
時
主
と
し
て
行
は
る
＼
所

の
壇
維
は
、
明
藏
本
に
据
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
明
本
と

い

つ
て
も
必
ら
ず
し
も
悉
く
が
同

一
で
は
な
か

つ
疫
ら
し
い
。
現
行
本
は
人
の
知
る
如
く
、
本
文
を
行
由
・般
若
・
疑
問

定
惑
・
坐
縄
・
…戴
悔
・
機
縁
・
頓
漸
・
宣
詔
・
附
屡

の
十
章
に
分
ち
、
初
に
至
元
二
十
七
年
庚
寅
歳
、
古
箔
比
丘
徳
異
撰
の
六

租
大
師
法
寳
壇
輕
序

一
篇
と
次
に
宋
の
明
敢
大
師
契
嵩
撰
の
六
組
大
師
法
寳
壇
経
賛

一
篇
と
を
載
し
、
輕
末
に
は
附

録
と
し
て
六
祀
大
師
縁
起
外
紀
と
題
し
、
門
人
法
海
等
集
と
署

し
、
始
め
に
六
租
の
傳
認

(
全
唐
文
に
は
之
を
以
て

法
海

の
六
祀
壇
経
略
序
と
す
る
)

一
篇
と
、
次

に
歴
朝
崇
奉
事
蹟

と
題
し
、
唐

の
憲
宗
、
宋
の
太
宗
、
仁
宗
、
紳
宗

の
大
師

に
勢
す
る
詮
號
を
授
け
ら
れ
禿
件
四
條
を
記
し
、
次
に
柳
宗
元
の
賜
詮

大
塵
輝
師
碑
と
劉
丙
錫
の
大
鑑
灘
師

碑
井
佛
衣
銘
と
を
載
し
、
最
後

に
至
元
辛
卯
(
二
十
八
年
)夏
南
海
繹
宗

寳
の
蹟
と
を
墨
げ
て
あ
る
。
然

る
に
余
の
藏
す

犬
斑
壇
継
の
書
志
學
的
研
究

(
一
)
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山ハ
澱
画穫
趨
鵬
の
愈
胤識
剛趨
　的

碑
究

し

(
ご
)

る
窟
本
に
し
て
懸
末
萬
歴
甲
申
(
十

二
年
)
秋
八
節

日
恒
照
齋
書
と
署
す
る
六
胆
壇
経
記
(
四
言
十
六
句
)
を
有
す
る
本

に
は
、
本
丈
は
前
者
と
其
順
次
内
容
殆
ん
ど

全
然
同

一
で
あ
る
が
、
経

の
初
に
は
徳
異
の
序
を
載
し
、
契
嵩

の
養

は

な
《
、
而
し
て
前
者
に
は
維
末
附
録
と
し
て
掲
げ
だ
六
麗

大
師
縁
起
外
紀

の

一
篇

(
倶
此
に
は
門
人
法
海
等
集
の
六

字
を
髄

る
)
と
歴
朝
崇
奉
事
蹟

の
四
條
を
暴
げ
、
柳
宗

元
や
劉
禺
錫

の
碑
文
を
除
き
、
前
者
に
は
佛
衣
銘

の
末

に
醤

詑
せ
る
守
塔
沙
門
令
鯛
鋒
と
繕
す
る

一
條
の
み
を
直
ち
に
経
末
に
記
し
、
終
釦
に
宗

寳
の
践
を
載
し
、
爽
に
前
臨
恒

照
壷
の
六
租
壇
経
記
を
記
す
。
此
等
は
些
細
な
獲
化
で
あ
少
、
本
輕
の
内
容
研
究
に
何
等
禅
盆
す
る
所

の
な

い
も
の

で
は
あ
る
が
、
明
代
に
至
る
迄
樹
ほ
壇
脛
の
燈
裁

に
於
て
愛
異
を
試
み

禿
竜
の

、
あ
る

≧

と

を

知
ウ
得
る
の
で
あ

る
。現

行
本
壇
経

は
元
の
宗
寳
の
改
修
本
で
あ
る
之
と

は
其
蹟

に
よ
つ
て
秋
毫
疑
を
容
れ
糠
。
宗

寳
の
践

は
現
行
本

の

何
れ
に
も
牧
載
せ
ら
れ
て
居
る
≧
と
で
あ
る
か
ら
人
の
皆
知

る
所
で
は
あ
る
が
、
壇
経
の
書
志
學
的
研
究
に
は
麟
る

重
要
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
今
其
關
係
あ
る
部
分
だ
け
を
此
に
摘
録
す
る
こ
と

＼
す
る
。
同
践

に

い
ふ
。

余
初
入
道
有
蔵
於
斯
、
績
見
〔
壇
経
〕
三
本
不
同
、
互
有
得
失
。
其
校
亦
巳
漫
滅
、
因
取
其
本
校
離
、
説
者
正
之
、

略
者
詳
之
、
復
増
入
弟
子
請
盆
機
縁
、
庶
幾
學
者
得
審
曹
漢
之
旨
。
鞍
察
使
雲
公
從
龍
深
造
欺
避
、
一
踏
過
出
房
、

賭

余
所
編
謂
得
壇
経
之
大
全
、
慨
然
命
工
銭
梓
、
瀬
爲
流

通
、
使
曹
漢

一
派
不
至
断
絶
。

之
に
よ

9
て
盤
行
本
の
由
來

は
最
唱
賜
了
で
あ
る
。
面
し
て
此
践
は
前
に
竜

一
言

し
た
如
く
至
元
辛
卯

(
二
十
八
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年
)
に
作
ら
れ
た
菟
の
で
あ
る
か
ら
、
其
改
修
竜
之

よ
ウ
数
年
以
前
に
幽
來
た
竜
の
で
あ
ら
う
。
所
が
同
前
認
古
箔

比
丘
徳
異
の
序

に
は
「
至
元
二
十
七
年
庚
寅
歳
中
春
昆
叙
」
と
あ
る
か
ら
、

こ
れ

は
宗
寳

の
毅
よ
り

一
年
前

に
書

か
れ

禿
の
で
あ
る
。

一
年

の
前
後
は
必
ら
ず
し
も
怪
し
む
に
足

ら
澱
が
、
宗
寳

は
南
海
・即
ち
廣
東
省
の
竜
の
で
あ
φ
、
彼

の
書

を
得
て
之
を
出
版
し
た
の
は
、
按
察
使
雲

公
從
龍

な
る
竜
の
で
あ
る
。
然
る
に
徳
異
の
序
に
よ
れ
ば

徳
異
幼
年
嘗
見
〔
壇
脛
〕
古
本
、
自
後
偏
求
三
十
絵
載
、
近
得
通
上
人
尋
到
全
丈
、
遽
刊
干
呉
中
休
々
灘
庵
。

と
あ
参
、
之
を
刊

行
し
た
の
は
徳
異
自
身
で
あ
り
、
叉
其
刊
行
の
地
は
呉
中
即
ち
江
蘇
の
呉
懸
で
あ

つ
た
の
で
あ

る
。

の
み
な
ら
ず
彼
の
刊
行
し
禿
壇
経
は
、
彼
が
幼
少
よ
ウ
三
十
飴
年
偏
ね
く
求
め
て
得
な
か

つ
た
古
本
で
あ
る
。

然
ら
ば
そ
の
本
が
彼
の
出
版
と
同

時
若
く
は
前
後
し
て
改
修

せ
ら
れ
た
宗

寳
本
で
な
か
つ
た
こ
と
は
、
殆
ん
ど
疑
を

容
れ
な

い
。
況
ん
や
宗
寳

の
本
は
至
元
二
十

八
年
に
出
版
せ
ら
れ
、
徳

異
の
本
は
其
前
年
既
に
出
版
せ
ら
れ
尤
に
於

て
を
や
。
し
て
見
れ
ば
此
徳
異
の
序

は
今
の
壇
経
に
附
せ
ら
る
べ
き
で
は
な
く
、
全
く
是
れ
と
異
本
異
版
の
序
で
あ

つ
π
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
明
藏
を
出
版
す
る
時
、
此
等
二
本
が
あ
ウ
、
同
じ
く
至
元
二
十
七
、
八
年
前
後
し
て
作
ら

れ
霞
序
践
で
あ
る
か
ら
、
誤

つ
て
同

一
本
の
序
と
し
た
か
、
或
は
宗
寳
本
が
所
謂
古
本
に
比
し
て
完
備
し
て
居
る
所

か
ら
、
経
本
は
全
く
宗
寳
本
に
据
り
馬
序
丈
だ
け
を
探

つ
て
之
を
其
初
に
牧
載
し
π
の
で
あ
ら
う
。
何
れ
に
し
て
竜

こ
れ
は
後
人
を
誤
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。

宗
寳
の
壇
纏
践

に
「
績
見
三
本
不
同
、
互
有
得
失
」
と

い
ふ
を
以
て
見
れ
ば
、
元
時
代
壇
経
に
は
少
く
と
竜
三
種

の

六
麗
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(ヨ
V

31



穴
ロ
壇
癌
の
書
志
學
的
研
究

(四
)

異
本
が
あ

つ
た
こ
と
が
判
る
。
三
本
の
如
何
な
る
も

の
で
あ

つ
た
か
、

叉
如
何
様
に
其
文
字
内
容
に
異
同
が
あ

つ
控

か
は
不
幸
に
し
て
今
之
を
明
ら
か
に
し
得
な

い
が
、
彼
は
此
等
諸
本
を
校
讐

し
、
説
る
も
の
は
之
を
正
し
、
略
な
る

も
の
は
之
を
詳
か
に
し
、
復
弟
子
請
盆
機
縁
を
増
入
し
、
第
四
本
即
ち
現
行
明
藏
本
を
な
し
尤
と

い
ふ
。
現
行
本
壇

維
中
機
縁
第
七
に
載
す
る
全
部
が
、
彼
の
自
か
ら
増
補
す
る
所
で
な

い
≧
と

は
後
に
之
を
読
く
が
、
兎
に
角
壇
経
中

特

に
機

縁
な
る

一
章
を
設
け
尤
≧
と
は
恐
ら
く
彼
に
始
ま
る
の
で
あ
ら
う
。

叉
彼
の
増
入
す
る
所
の
果
し
て
如
何
な

る
程
度
の
も
の
で
あ

っ
た
か
も
明
ら
か
な
ら
粗
が
、
其
文
宇
内
容
に
於
て
少
か
ら
ざ
る
礎
異
を
な
し
π
竜

の
と
思
は

れ
・
叉
之
を
後
に
説
く
興
聖
寺
本
や
敦
煙
本

に
比
し
、
其
分
段
篇
章
の
獲
化
顛
倒
を
も
企
て
π
も
の
で
は
な
か
ら
う

か
と
も
思
は
れ
る
。

又
徳
異
の
壇
経
序
に
は
、

　

　

　

む

惜
乎
壇
経
爲
後
人
節
略
太
多
、
不
見
六
租
大
全
之
旨
。

と
あ
δ
、
而
し
て
彼
が
幼
時
に
見
た
古
本
を
三
十
絵

年
求

め
て
僅
か
に
之
を
得

て
上
梓
し
た
と
あ
る
。
・即
ち
彼
の

古
本
な
る
も
の
は
可
な
り
文
章
の
長
く
内
容
の
多

い
竜
の
で
あ
垂
、
當
時

一
般

に
行
は
れ
セ
壇
経

は
比
較
的
甚
だ
簡

軍
と
な

つ
て
居
た
も
の
に
相
違
な

い
。
し
か
し
彼
の
出
版
す
る
所
が
今

の
壇
脛
で
な

い
と
す
れ
ば
、
法
寳
の
壇
経
以

外
頗

る
増
盆
せ
ら
れ
た
も
の
＼
あ
つ
尤
≧
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
或

は
宋
代
契
嵩

の
改
修
本
で
は

な
か
つ
な

う
か
・
鐸
婆

集
(巻
第
+

一
)に
ユ
ハ袈

籍

叙
継

侍
郎
し
な
至

篇
が
あ
る
・
此
に

い
ム
法
羅

と

,

舘



に
帥
ち
壇
纒
の
之
と
で
あ
る
。
此
法
寳
記
と
は
明
敷

大
師
契
嵩
の
編
す
る
所
で
あ
ウ
、
此
序
は
郎
侍
郎
な
る
も
の
＼
作

つ
禿
の
で
あ
る
が
、
契
嵩

の
著
述
に
載
す
る
所
で
あ

る
か
ら
、
便
宜
之
を
契
嵩
丈
集
の
中
に
編
入
し
尤
の
で
あ
る
。

叙
末

に

い
ふ
。

六
租
之
読
余
素
敬
之
、
患
其
爲
俗
所
増
損
、
而
文
字
鄙
狸
繁
雑
殆
不
可
考
、
會
沙
門
契
嵩
作
壇
経
賛
、
因
謂
嵩
師

　

　

　

む

日
、
若
能

正
之
、
吾
爲
出
財
模
印
、
以
廣
其
傳
、
更

二
載
嵩
果
得
曹
漢
古
本
校
之
、
…勒
成
三
巻
、
燦
然
皆
六
租
之

.言
、
不
復
謬
妄
、
乃
命
工
鎮
板
、
以
集
其
勝
事
。
至
和
三
年
三
月
十
九
日
序

帥
ち
契
嵩

は
現
行
本
壇
輕

に
牧
載
す
る
壇
賛
を
作

つ
禿
後
二
年
、
宋
の
至
和
・三
年
(
西
暦

一
〇
五
大
年
)
徳
異
の
壇

経
出
版
の
元
の
至
元
二
十
七
年
(
西
暦

一
二
九
〇
年
)
に
先
だ

っ
二
百

三
十
飴
年
、

三
巻
本
の
壇
脛
を
編
成
し
疫
の
で

あ
る
。
此
三
巻
本
の
壇
経
な
る
も
の
竜
今
傳
は
ら
澱
の
で
あ

る
か
ら
、
其
内
容
の
如
何
は
勿
論
判
ら
糧
が
、
こ
れ
は
恐

ら
く
法
寳
の
所
謂
三
本
中
の

一
で
あ

つ
尤
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
壇
経
を
三
巻
に
分

つ
π
と
す
れ
ば
、
假
令
ひ
其
各

巻

は
短

い
も

の
で
あ
つ
た
と
し
て
も
、
発
膿
と
し
て
は
可
な
ウ
に
廣
繁
に
し
て
、
壇
脛
中
最
も
詳
細
な
る
も
の
で
あ

つ
た
ら
う
か
と
思
は
れ

る
。
徳
異
が
「
壇
経
爲
後
人
節
略
太
多
、
不
見
六
租
大
全
之
旨
」
と

い
ぶ
の
は
固

よ
6
誤
で
、

古
本

の
簡

に
し
て
其
詳
細
な

る
は
寧
ろ
後
人
の
之
を
増
盆
し
禿
所
で
あ
る
≧
と
は
、
此
等
諸
本

の
比
較
研
究
に
よ

つ

て
明
ら

か
に
謹
し
得

ら
る
＼
の
で
あ

る
が
、
兎
に
角
彼
が
簡
軍
な
る
も
の
を
以
て
満
足
せ
ず
、
詳
細
な
る
も
の
を
求

あ
で
之
を
出
版
し
禿
と
す
れ
ば

、
或

は
此
三
巻
本
を
出
版
し
控
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
此
三
巻
本
竜
其
初
め
て
出
版

山盆
屈
止壇
郷
噛の
書
奮
甲
的
。研
究

(五
)

詔



六
組
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(六
)

せ
ら
れ
て
か
,ら
約
二
百
三
四
十
年
を
経
過
し
て
居
た
の
で
、
其
版
竜
漫
滅
し
多
く
畳
に
傳

は
ら
な
か

つ
た
に
棚
違
な

い
。
勿
論
此
徳
異

の
薪
た
に
壇
輕
を
上
梓
し
た
の
は
宗
寳
の
改
修
と
殆
ん
ど
同
時
で
あ

つ
差
か
ら
、
宗

寳
竜
未
だ
之

を
見
る
に
至
ら
ず
、
彼

は
其
古
版
本
を
見
控
の
で
「
其
板
亦
巳
漫
滅
」
と

い
っ
疫
の
か
も
知
れ
澱
。
是
れ
に
よ

つ
て
之

を
考
ふ
れ
ば
、
徳
異
の
所
謂
古
本
と
は
増
盆
せ
ら
れ
禿
宋

の
契
嵩
本
を
指
す
竜
の
で
あ
つ
控
か
と
竜
思
は
れ
る
。

併
し
な
が
ら
後
記
興
聖
寺
本
壇
経

の
巻
首

に
載
す
る
宋

の
紹
興

二
十
三
年
晃
子
健
の
序
に
は
、

　

　

　

む

我
六
魍
大
師
、
廣
爲
學
徒
直

説
見
性
法
門
、
惣
令
自
悟
成
佛
、
目
日
壇
維
、
流
傳
後
學
、
古
本
文
繁
、
披
覧
之
徒
、

初
祈
後
厭
、
余
以
太
歳
丁
卯
月
在
麺
賓
二
十
三
日
辛
亥
、
於
思
迎
塔
院
、
分
爲
爾
巻
凡
十

一
門

と
あ
ゐ
、
此
に
は
古
本
の
文
繁
な
る
を
厭

ひ
、
之
を
節
略
し
二
巻
と
な
し
禿
と

い
ふ
。
紹
興

二
十
三
年

(
西
暦

一
一

五
三
年
)
は
前
の
契
嵩

の
三
巻
本

の
成
れ
る
後
約

一
百
年
で
あ
る
か
ら
、
此

の
古
本
と
は
帥
ち
契
嵩

の
三
巻
本
を
指

し
距
竜

の
＼
や
う
に
竜
考

へ
ら

る
＼
。
し
か
し
興
聖
寺
本
で
は
其
六
組
壇
経
序
と
題
し
疫
次
の
行
に
は
、

依
眞
小
師
琶
茄
羅
秀
山
惑
進
灘
院
沙
門
恵
所
述

と
あ
る
。
之
に
よ
る
と
恵
所
な
る
も
の
が
此
序
を
作

つ
π
や
う
に
竜
思

は
れ
る
が
、
序
丈
の
絡

に
は
明
ら

か
に

紹
興
二
十
ご
一年
山
ハ
日
月
二
十
日
右
奉
・議
郎
臨膿
胆涌
一剣
蜥
鵡
川
軍
州
事
晃
学了
健
記

と
あ
ウ
、
其
序
文
の
内
容
か
ら
し
て
も
晃
子
健
の
作
で
あ
る
こ
と

は
疑
な

い
。
然
ら
ば
此
の
「
悪
所
述
」
と
は
何
を
意

義
す
る
か
と

い
ふ
に
、
恐
ら

く
≧
れ
は
六
租
壇
輕
を
編
述
し
尤
と

い
ふ
こ
と
を
意
義
す
る
の
で
あ
ら
う
。

叉
斯
く
解

34



繹
す
る
よ
壷
外
に
方
法

は
な
か
ら
う
と
思
ふ
。
現
行
本
壇
脛
に
も
其
初
に
は
風
幡
報
恩
光
孝
灘
寺
住
持
嗣
祀
比
丘
宗

賓
編
と
あ

る
。
彼
亦
之
と
同
様
な
の
で
あ
ら
う
。
所
が
此
二
巻
本
の
壇
経

は
序
文
に
よ
れ
ば
、
晃
子
健

の
七
世

の
組

父
丈
元
公
な
る
も
の
＼
観
箆
爲
本
に
よ

つ
た
も
の
と

い
ふ
。
(
其
文

は
後
に
引
く
。
)
文
元
公
は
眞
宗
前
後
の
人
で
あ

る
か
ら
、
契
嵩

の
改
修
よ
う
少
く
も
五
六
十
年
以
前
で
あ
ウ
、
三
巻
本
は
彼
の
未
だ
知
ら
ざ
る
所
で
あ
る
。
而
し
て

文
元
公
の
見
泥
壇
経
な

る
も
の
が
、
●即
ち
恵
所
の
編
述
し
π
所
で
あ
り
、
子
健

の

「
丈
繁
に
し
て
學
者
の
初
は
析
び

後
に
は
厭
ふ
」
と
な
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
若
し
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば
其
程
度

は
判
ら

粗
が
、
契
嵩

の
改
修
以
前

既
に
頗
る
増
盆
改
修
せ
ら
れ
鬼
壇
維
な
る
竜
の
＼
あ

っ
た
こ
と
が
判
り
、
壇
経
は
唐

よ
り
元
朝
に
至
る
問
、
幾
多
の

、灘
遷
を
経
、
其
異
本
亦
蕾
に
二
三
に
止
裟
ら
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。
荷
ほ
序

に
い
ふ
契
嵩
の
三
巻
本
は
、
序

に
六
租

法
寳
記

と
あ
る
所
を
以
て
見
る
と
、
壇
輕
と
い
は
ず
し
て
法
寳
記
と
繕
し
π
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
而
る
に
子
健
の

二
巻
本
に
は
六
租
壇
経
と

い
ふ
。
愈

々
以
て
其
原
本

の
同

一
な
ら
ざ
る
こ
と
が
判
る
。

壇
経
に
は
唐
以
來
既
に
諸
種
の
異
本
が
あ
う
、
中
に
は
頗
る
庸

随
無
識
の
徒
の
改
蜜
増
補

し
た
も

の
竜
あ

つ
π
ら

し

い
の
で
、
古
か
ら
壇
経
に
就

い
て
は
學
漕

の
問

に
之
を
非
議
す
る
も
の
も
少
く
な
か

つ
禿
や
う
で
あ
る
。
前
掲
法

寳
記
叙

の
中
に
竜
「
俗
の
爲

め
に
増
損
せ
ら
れ
、
文
字
鄙
狸
繁
雑
、
殆
ん
ど
考
ふ
べ
か
ら
ず
」
と
懐
で

い
は
れ
て
居

る
。

是
れ
が
後
人
の
丈
字
を
顧
倒
修
正
し
、
其
篇
章
ま
で
竜
改
め
按
排
す
る
に
至

つ
た
所
以
で
竜
あ
ら
う
。
元
の
至
正
八

年
、
即
ち
日
本
の
貞
和
四
年
を
以
て
我
邦
に
來
た
竺
仙
梵
仙
の
如
き
竜
、
次
の
如
く

い
つ
控
。

(綾
叢
林
公
論
曹
漢

六
甜胆
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(七
)



山ハ
露

経

の
鱒骨
志
鼠
7的
研
究

(
八
)

大
師
別
傳
胆
芳
の
後
序
所
引
に
よ
る
。
)

六
魍
初
於
市
邸
、
聞
客
論
金
剛
輕
、
至
鷹
無
所
住
而
生
其
心
、
部
然
開
悟
、
途
乃
求
謁
黄
梅
、
此
乃
古
本
壇
経
斯

載
、
由
緒
宛
然
、
蒙
於
十
七
八
歳
時
獲
見
之
、
今
悉
無
有
、
其
自
與
黄
梅
相
見
、
至
和
秀
灘
師
偏
等
語
、
皆
是
妙

悟
性
元
、
深
達
法
本
、
異
出
天
然
、
非
凡
庸
未
悟
所
能
遭
者
、
今
壇
経
謂
五
租
以
袈
裟
遮
團
、
不
令
人
見
、
爲
説

金
剛
輕
、
恰
至
鷹
無
所
住
而
生
其

心
、
言
下
便
悟
、
蒙
謂
此
乃
六
泄
之
下
、
鄙
狸
之
徒
、
改
蜜
造
作
之
語
、
而
加

恰

至
二
宇

、
原
其
鄙
意
、
即
謂
親
從
其
師
、
言
下
而
悟
、
親
得
其
法
、
乃
紹
六
組
位
也
、
殊
不
知
具
無
師
智
自
然

智
、
自
得
自
悟
、「
方
堪
傳
授
ゆ
隔

,

叉

い
ム
。

以
袈
裟
遮
團
不
令
入
見
、
其
袈
裟
乃
有
紳
通
、
人
之
不
能
見
歎
、
否
則
但
是
蹟
襲
世
奪
於
多
子
塔
前
、
命
迦
葉

以

僑
伽
梨
園
之
語
耳
、
忠
國
師
去
、
把
他
壇

纒
改
換
、
添
揉
鄙
談
、
割
除
塑
意
、
惑
観
後
徒
。

壇
経
が
後
人
に
よ

つ
て
改
蜜

せ
ら
れ
た
こ
と
は
疑
を
容
れ
な

い
が
、
梵
仙
の
幼
時

に
見
た
古
本

と
は
、
某

し
て
如
、何

な
る
も
の
で
あ
つ
π
か
。
六
組
が
、
初
め
客

の
金
剛
経
を
讃
む
を
聞
き
諮
然
開
悟
し
π
こ
と
は
現
存
何
れ
の
本
に
も

存
し
、
黄
梅
に
至
φ
再
び
金
剛
経
を
聞
き
言

下
に
悟

つ
た
こ
と
も
亦
同
様

で
あ
る
。
但
袈
裟

を
以
て
遮
園
し
人
を
し

て
見
せ
し
め
ず
と

の
語

は
、
興
聖
寺
本
に
も
存
す

る
が
、
敦
煙
本
に
は
な

い
。
梵
仙
は
元
末
の
人
で
あ
る
。
果
し
て

敦
焼
本
を
見
た
と
な
す
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
君

し
彼
の
記
臆

の
誤
で
な

い
と
す
れ
ば
、
此
等
諸
本
以
外
爾
縁
敦
燵

本



に
近

い
一
本
が
あ

つ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
但
敦
焼
本
に
あ

つ
て
竜
斯
く
前
後
二
回
金
剛
経
の
こ
と
は
出
て
居
る

が
、
何
れ
に
竜
経

の
鷹
無
厨
住
而
生
其
心
の
句

は
墨
げ
て
な

い
の
で
あ
る
。
荷
ほ
序

に

一
言
す
べ
き
は
曹
漢
大
師
別

傳

で
は
、
何
庭
に
竜
金
剛
経
を
聞
き
開
悟
し
た
と

は
な

い
。
而
し
て
六
祀
が
樂
昌
縣
の
西
石
窟
の
遼
灘
師
な
る
も
の

に
就
き
灘
を
學
び
、
更
ら
に
惑
紀
灘
師
が
投
陀
経
を
調
す
る
を
聞
き
之
に
威
じ
黄
梅
に
行

つ
た
こ
と

、

な

つ

て
居

る
。
投
陀
経
な
る
経
典
が
果
し
て
あ

つ
だ
か
ど
う
か
は
知
ら
澱
が
、
兎
に
角
別
傳
と
壇
経
と
は
全
然
其
趣
を
異

に
し

て
居

る
。
勿
論
後
世
の
壇
経
が
別
傳
よ
り
取

る
所
竜
少
く
な

い
。
而
し
て
別
傳

は
其
中
に

先
天
二
年
壬
子
歳
〔
六
祀
〕
減
度
至
唐
建
中
二
年
計
當

七
十

一
年
(慢
服
鰍
)

と
あ
る
所
か
ら
、
建
中
二
年
に
作
ら
れ
禿
竜
の
と
認
め
ら
れ
、
六
祀
の
傳
記
と
し
て
は
頗
る
古
く
信
用
す
る
に
足
る

も
の
と
思
は
れ
、
浦
芳

も

謂
壇
纏
古
本
浬
滅
巳
久
、
世
流
布
本
宋
後
編
修
、
諸
傳
亦
非
當
時
撰
、
唯
此
傳
「
曹
漢
別
傳
」
去
大
師
謝
世
不
蓮
、

可
謂
實
録
也
、̀
而
與
講
傳
及
壇
経
異
也
。

と

い
ふ
。
後
世
の
諸
傳
や
壇
経
と
異
な
る
こ
と
は
事
實

で
あ
る
が
、
果
し
て
≧
れ
が
實
傳
と
繕
す
に
足
る
や
否
は
大

に
疑
は
し

い
。
最
近
胡
適
氏
は
別
傳

は
大
牌
王
維
の
能
繹
師
碑

や
乃
至
は
紳
禽
の
顯
宗
記
の
丈
に
よ
り
僑
作
し
カ
所

あ
少
と

い
ひ
、
其
年
代
の
記
述
に
至
つ
て
は
八
誤
を
畢
げ
、

曹
漢
大
師
別
傳
、
實
在
是

一
個
無
識
随
僑
妄
作
的

一
部
偏
書
、
其
書
本
身
毫
無
歴
史
贋
値
、
而
有
許
多
荒
謬
的
錯

六
詔
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(九
)

算



山ハ
祀
壇
紹
脳
の
書
【志
學
的
研
{究

(
一
〇
)

誤
と
述
べ

又
重
ね
て

総
之
別
傳
的
作
者
、
是

一
個
無
學
問
的
随
僑
、
他
閉
門
盧
造
曹
漢

大
師
的
故
事
、
装
上
許
多
年
月
、
嚴
然
像

一
部

有
根
鑛
的
傳
記
了
。
可
惜
他
設
有
最
淺
近
的
算
學
知
識
、
下
筆
便
錯
、
庭
々
露
出
作
備
的
痕
迩
。

と
懐
で

い
つ
て
居
る
。
(
國
立
武
漢
大
學
文
哲
季
刊
第

一
霧
第

一
號
蹟
曹
漢
大
師
別
傳
)
胡
氏
の
論
竜
飴
う
歳
極
端
な

や
う
で
あ
り
、
果
し
て
別
傳
の
全
部
が
鶴
作
で
あ
る
か
否

は
尚
ほ
鳶
慮
を
要
す
る
の
で
あ
る
が
、
其
年
代
数
字

の
記

述
の
誤
れ
る
は
掩
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
實
で
あ
る
。
而
し
て
壇
経
の
記
述
と
異
な
る
所
竜
果
し
て
何
れ
を
取
る
べ
き
か

は
容
易
に
決
し
難

い
の
で
あ
る
。
但
吾
人
は
此
書
あ
る
に
よ

つ
て
六
租
滅
後
六
七
十
年
、
建
中
前
後
に
於
て
斯
か
る

傳
読
の
存
し
だ
≧
と
を
知
動
得
る
の
は
、
六
租

の
傳
記
研
究
上
勘
な
か
ら
ざ
る
興
味
を
威
ず
る
の
で
あ
る
。

之
を
要
す

る
に
六
租
壇
脛
は
明
以
後
法
寳
本
の
み
が
六
租
の
大
全
を
得
控
竜
の
と
見
倣
さ
れ
、
專
ら
世
に
流
行
し

た
が
爲
め
、
宋
以
前
の
古
本
は
悉
く
浬
滅
し
、
壇
維
の
本
文
が
如
何
に
愛
蓬
し
來

つ
た
か
の
歴
史

は
甚
だ
明
了
を
映

き
、
其
原
形

の
如
き
は
唯
暗
中
模
索
す
る
に
過
ぎ
な
か

つ
π
の
で
あ
る
。
然
る
に
最
近
に
至
り
二
種
の
壇
経
異
本
が

毅
見
せ
ら
れ
壇
脛
史
上
に
少
か
ら
ざ
る
光
明
を
與
ふ
る
の
は
、
壇
経
研
究
者
に
取

つ
て
は
實
に

一
大
慶
事
と

い
は
な

け
れ
ば
な
ら
訟
。
其

一
は
興
聖
寺
本
壇
脛
で
あ
ウ
、
其
二
は
敦
煙
本
壇
経

で
あ
る
。
以

下
少
し
く
之

に
就

い
て
述
べ

や
う
。

侍
}

巳

F

き
ロ

錦



前

掲
胡
適
氏

の
「
賊
曹
漢
大
師
別
傳
」
に
於
け

る
…数
字
計
算

上
の
八
誤
と
は
、
大
要
'次
の
如
く

で
あ

る
。

公
一
》
傳

に
は
惑

能
は
先

天
二
年
(
七

一
三
)
年

七
十

六
を
以

て
浸
し
た
と

い
ふ
。

で
威
享
五
年
(
六
七
四
)
は
慧
能

三
+
七
歳

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、

傳

に
は
三
十
宥

四
と
す

る
。
《
二
》
叉
成
享

元
年
は
三
十

三
歳

な
る
べ
き
に
、
傳

に
は
三
十
と
な
す
。
《
三
》
紳
龍
元
」年
に
は
高
宗
巳

に
山朋
じ
て
二
十

二

年
な
る

に
、
傳

に
は
高
宗

の
敷
が
あ
る
。
《
四
》
騨
龍

三
轄

に
は
武
后
巳
に
波

し
て
二
年
な
る
に
、
傳
中
価

ほ
高
宗

の
敷

が
あ

る
。
《
五
》
先
天
二
年

よ

り
建
中

二
年
に
至
る
迄

は
六
十
八
年

な
る
べ
き

に
、
傳

に
は

七
十

一
年
と
な
す
。
《
六
》
傳

に
は
先

天
二
年
上
足
弟
子
行
沿
所
傳

の
衣
を
守
り
、

三
十

五
年

を
経

て
隼
操
、
大
師

の
碑

を
立

つ
、
後
武
干

一
開
…元
七
年

に
之

を
磨
却
し
自
か
ら
武
軍

一
の
交

を
著
く

と
あ
る
が
、
先
天
二
年

は
　即
ち
開
元
元

年
で
あ

る
か
ら
、

そ
れ
よ
り
開
元

七
年
ま
で
は
只

六
年

で
あ

つ
て
、

三
十
五
牟
を
経

過
す

べ
き
筈

は
な

い
o
《
七
》傳

に
は
前

に
上
元

二
年
行
浴

が
六

祀
の
袈
裟

を
奉

じ
て
上
都

に
赴
く

ζ
と
が
あ
り
、
次

に
乾

元
ご
年

に
行
滑
病

を
以
て
醇

し
、

上
足
{愚
象
等
が
入
丙

す
る
こ
と
を
説
く
。
乾
元

は
上
元

の
前

に
あ
り
、
今
先
後
倒
置
す
。

此
上
元

二
年

は
乾
元
元
年

の
誤

な
る
ぺ
し
o
《
八
》
弘
怨

の
浸

す
る
は
成
享
五
年

、
此
年
慧
能
は
三
十

七
歳
、
別
傳

に
三
十
四
歳

と
な
す
は
固
よ
り
誤
で
あ
る
が
、
傳

に
は
慧
能

は
成
享

五
年
b

三
十
四
歳

傳
衣
得
法
、
儀
鳳
元
年
三
+
九
歳
剃
獲
受
戒

と

い
ふ
。
而
も

成
享
五
年
か
ら
儀
鳳

五
薙
ま
で

は
中
間
只

嗣
年

で
あ
る
o
何
ぞ
五
歳

の
相
違
あ
ら
ん
。

別
傳

の
署
者

が
斯

か
る
明
白
な
る
誤
を
な

し
た

の
は
果

し
て
何
故

で
あ
る

か
判
ら
ぬ
。
併
し
誤

は
兎

に
角

誤
で
あ
る
。
但
胡
適
氏

の
説
に
於
て
も

吾
人

の
爾

ほ
大
に
考
慮
を
要
・ず
る
貼

が
あ

る
o
氏

は
六
胆
法
蜜
認
叙

に
契
嵩

が
古
本

を
得

て
之
を
校

し
勒
し
て
三
巻

と

な

し

た

と
い
ふ
古
本

を
以

て
、
直
ち
に
別
傅

の
こ
と

玉
な
し
、

契
嵩

居
抗
州
、
也
在
漸
中
、
他
所
得
的
「
曹

漢
古
本
」
木
概
郎

是
這
部
曹
漢
大
師
別
傳

と
い
ひ
、

而
し
て
其
理
由

と
し
て

散
有

七
十
年
的
懸

記

六
粗
壇
煙

の
書
志
學
的
研
究

(
一
一
)

刃



六
嵐
壇
経

の
書
志
學
的
観
究

(
一
二
)

と
噺
し

て
居

る
が
、

こ
れ
は
大

に
疑
を
容
る
べ
き

で
あ
る
。
後
世
壇
縄

中
に
は
別
傳
か
ら
編

入
し
た
交
字

も
少
く

な

い
が
、
漉
経

と
別
傳
と
は
固
よ

り
異

な

つ
て
居

る
。
又
壇
経

を
校

正
改
修
・ず
る
に
當

り
別
傳
を
も
塗

照
し
た
で
あ
ら
う
が
、
曹
漢
古
本

と
は
交
字
曖

昧
で
あ

つ
て
、
壇

純

の
古
本

か

別
傳

り
古
本
か
明
ら
か
な
ら

ぬ
の
で
あ
る
。

又
七
十
年

の
懸

認
(即

ち
六

閥
滅
後
七
十
年

二
菩
薩
東
方

よ
り
來
り
、
吾
宗

を
興
隆
す
と

の
懸

認
)
は
恐

ら
く
本

と
は
別
傳
よ
り
取

つ
た
も

の
で
あ
ら
う
が
、
契

嵩

が
始
あ

て
観

入
し
た

か
否

は
疑
は
し

い
。
錫

明
藏
本

の
文

は
別
偉

と
多
少
異

κ
し

て
、
景

徳
侮
統
録

と
全
然
同

一
で
あ
る
o

曹

漢

別

傳

我
滅
度
七
十
年
後
有
東
來
菩

薩
、

一
在
家
菩
薩
、
修
造
寺

舎
、
二
出
家
菩
薩
、
重
建
我

教
。

景
徳
傳
統
録

叉
云
、
吾
去
七
十
年

、
有
二
菩

薩
從
東
方
來
、

一
在
家
、

嗣
出

家
、
同
時
興
化
建
立
吾
宗
、
締

績
伽
藍
、
昌
隆
法
嗣
。

明
藏
本
壇
経

叉
云
、
吾
去
七
十
年
、
有
二
菩

…薩
從
東
方
來
、

一
出
家

一
在
家

同
時
興
化
建
立
吾
宗
、
締
組
伽

藍
、
昌
隆
法
嗣
。

而
し
て
景
徳
傳
統
録

の
此
丈
は
景
徳

元
年

に
書
か
れ
た
も

の
で
あ
る
ρ
(
同
書
巻

五
'
慧

能
傳

の
中
に
は
「
大
師
自
唐
先
天

二
年
癸

丑
入
滅
、
至
今

景
徳
元
年
甲
辰
歳
、
凡

二
百
九
十

ご
年
夷
」
の
句

が
あ
る
o
)
景
徳

元
年
(
一
〇
〇
四
年
)
は
契
嵩

三
巻
本

の
壇
錘

を
改
修

し
た
至
和
三
年

(
一
〇

五
六

隼
)
よ
り
約

五
十
年

以
前

で
あ
る
〇

三
巻
本
中
に
も
此

と
同

一
曳
句

が
あ

つ
た
か
も
知
れ

ぬ
が
、
若
し
あ

つ
た
と
・ず
わ
ぱ
、

そ
れ
は
直
接
別
嬉
か
ら

取

つ
た

の
で
は
な
く
、
寧

ろ
近

く
景
徳
傳
統
録
か
ら
取

つ
た
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o

,

以
上
の
理
由

に
ょ

っ
て
朗
適

筑
が
「
明
藏

本
的
魍
本
、
是
北
宋
契
嵩
的
改
本
」
と
臨
じ
た

の
は
、
大

に
疑

を
容
る
べ
き
で
あ
る
。
且

つ
明
藏
本
即
ち

元

の
法
寳
本

の
碧
者

は
古
本

を
得

て
之
を
校
讐

し
「
託
者

正
之
、
略
者
詳

之
」
と

い
ふ
の
み
で
、
古
本
を
制
除
し
た

こ
と
は

一
言
も
述

べ
て
居
ら

ぬ
o



契
嵩
本

は
三
磐
で
あ
り
、
古
來
壇
経

の
最
も
浩
溝

な
る
も

の
と
思
は

る
玉
が
、
明
藏
本

は
唯

一
巻

で
あ
る
か
ら
、
其
餌
本

が
三
巻
本
で
あ

つ
た
と
す

れ
ば
、
櫓
繍
…よ
り
も
削
除

の
方

は
主

と
な
る
べ
き
、筈

で
あ
ら
う
◎
彼
は
壇
経

の
大
全
を
得

ん
と
欲

し
た

の
で
あ
る

か
ら
、

三
巻
本

に
据

つ
た
と
す

れ

ば
、
之
を
斯
く
節
略
す

る
こ
と
も
な

か
ら
う
か
と
思

ふ
。
要
す
る

に
明
藏
本

の
組
本

が
何
れ

の
本

で
あ

つ
た
か
に
就

い
て
は
多
少

の
疑
問

が
あ
る
。

余
輩
は
寧

ろ
其
底
本

の
次
に
蓮

ぶ
る
興
聖
寺
刃本
で
あ

つ
た

の
で
は
な
か
ら
う
か
と
思

ふ
。
奥
聖
寺
本

に
は
前

記
七
十
年

の
懸

認
は
顯
は
れ
て
居

な

い

が
、
是
れ
は
寧

ろ
景
徳
傳
統
録
に
よ
つ
て
補

つ
た
も

の
と
考

ふ
べ
き

で
あ
る
o

爾

ほ
少
し
く
飴
談

に
渉
る
が
序

に

一
言
し

て
置
く
べ
途

は
胡
適
氏
が
現

存
曹

漢
大
師
別
傳
入
由
來

に
…封
す

る
誤
解
で
あ
る
。
別
傳

の
巻
尾
に

「
貞

元
十

九
、

ご
月
十
九
日
畢
」
「
天
塞

最
澄
封
」
の
二
行

の
識
語
が
あ
る
。
然

る
に
最
澄

の
入
唐

は
貞

元
二
十
年

で
あ
り
、
其

年
九
月
始

め
て
天
姦

K

往

っ
た

の
で
あ
る
。
如
何

に
し

て
貞

元
十

九
云
々
の
題
記
が
あ
る

の
で
あ
ら
う
o
又
此
別
傳

は
傳
教

將
來
録

中
の
越
㎜
川録
に
載
せ
ら
れ
、
而
し
て
越

州
録
は
貞

元
二
十

一
年
越
州

に
・在
り
抄
爲

し
た
所

で
あ

る
か
ら
、
更

ら
κ
天
察
最
澄

の
題
記
あ
る
ぺ
か
ら
ざ
る
筈

で
あ
る
と

い
ひ
、
氏

は
之
を
次

の

如

く
解
繹
し
て
居

る
o

惣

胆
芳
之
駿

非
有
心
作
億
、
按

盗
州

録
之
末
有
題
認
茜
年
月
爲

「
大
唐
貞
元

二
十

一
年
歳

次
乙
酉

二
月
朔
辛
丑
拾
○
玖
圓
乙
未
、
」
大
概

祀
芳

一
晒

記
臆
有
誤
、
因
コ

一月
十

九
日
」
而
誤
爲

二
十

一
年
爲
「
十

九
年
、
」
又
誤
記
「
天
甕
」
二
字
、
遂
使
人
生
疑
了
。

こ
れ
は
要
す

る
に
溺
氏
が
組
芳

の
刻
本
を
見
ざ
る
が
爲

め
、

斯
か
る
附
會

な
解
繹
を
な
し
た

に
外
な
ら

ぬ
。
貞

元
十
九
云

々
の
丈
学

は
決
し

て
羅
芳

の
誤
篇

で
は
な
《
、

明
ら
か
に
巻
宋

に
存
・ず
の
で
あ

る
。
蟻
州
録
末

の
識

語
に
あ

る
二
月
十
九

日
の
交
字

に
よ

つ
て
貞
元

十
九
年
と
誤
爲
し
た
と

い

ふ
が
如
き

は
、
盤
り
に
穿

笙
に
渦
ぎ
、
寧
ろ
滑
稽
を
感

ぜ
し
む
る
も
の
で
あ

る
。
別
傳

は
胡
氏
も

い
ふ
如
く
越
州
録

κ
載
せ
ら

る
玉
の
で
あ
つ
て
、
峯

捌
録

に
あ
る
の
で
は
な

い
。
何
ん
ぞ
盗
州
録

の
識

語
を
誤
り
取
ら
ん
。
況

ん
や
其
十
九
日
を
十
九
年
と
誤

る
べ
き
筈
は
な
い
。
溺
傳
末
に
貞
乖
十
九

と
あ
る
の
は
、
言

ふ
迄
も
な
く
傳
軌叡
の
天
甕
に
至
る
以
前
で
あ
る
。
而

し
て
彼
は
其

録

の
終

に
帥繭
し

て

「
今
年
進
越
府
、
二
偶
八

五
部
盤
}頂
檀
」

又

六
租
塘
皿細
舳
の
書
士
ゆ
趨
ア的

研
究

(
一
三
)



六
麗
壇
纏

の
書
ヱ芯
臨
7的

研
一究

一
四

抄
取
念
諦

法
門
、
訪

後
都
惣

二
百
三
十
部
四
百
六
十
巻
也
」
と

い
ふ
が
、
其
將
來
す
る
所

は
必
ら
ず
し
も
彼
若

く
は
義
薦

の
手
篇

す
る
所

の
み
で
は

な
く
、
當
時
手
爲

の
本

が
あ
り
、
購

得
ら
る
」
も

の
あ
ら
ば
之
を
購

ひ
、
又
他
人
よ
り
寄
與

せ
ら
る

義
も

の
も
あ

つ
た

で
あ
ら
う
。

雌
等

は
何
れ
も

將
來
録
中

に
取
載
せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
。

こ
れ

は
何
人

の
將
來
録

に
あ

つ
て
も
同

様
で
あ
る
。
乃
ち
此
別
傳

の
貞
元

十

九

曇

々

の
識
語

の
存
す
る

は
、
郎
ち
彼

の
渡
唐

以
前

の
抄
爲
本

を
偶

々
購
得

た
か
又
は
害
與

せ
ら
れ
た

の
で
あ
る
o

幽
臓

興
聖
寺
本
と
敦
焼
本
壇
輕

興
聖
寺
本
六
旭
壇
纏
と
は
京
都
興
聖
寺
に
藏

せ
ら
る
、
古
版
本
壇
経
で
あ
つ
て
、
今
方
冊
本
と
な

つ
て
居

る
が
、

元
よ
り
方
冊
で
あ

つ
た
か
巻
子
で
あ

つ
π
か
明
ら
か
で
な

い
。
其
版
式
や
字
禮
を
熟
競
す
る
に
、

之
れ
は
本
と
宋
版

本
を
其
儘
五
山
時
代
我
邦
に
於
て
覆
刻
し
た
竜

の
た
る
ヒ
と
は
疑
を
容
れ
澱
。
而
し
て
宋
本
の
各
頁
七
行
づ
＼
の
折

帖
式

の
竜
の
で
あ

つ
禿
痕
述
が
其
儘

に
淺
〇
七
行
毎
に
行
と
行
と
の
問

少
し
く
幅
廣
き
塞
虜
を
存
し
、
原
本

一
紙
の

絡

の
威
に
「
六
祓
上
」
又
は
「
下
」
と
刻
し
、
其
下
に

一
、
二
等
紙
歎
を
記
す
。
此
本

は
上
下
二
巻
に
分
れ
て
居
る
が
、

紙
籔
は
発
部
を
通
じ
十
五
紙
(
上
巻

は
七
紙
十
四
行
、
下
巻
は
約
八
紙
)
一
紙
四
十
二
行
、
行

二
十
二
字
。
今
方
冊
本

と
し
て
上
巻
は
十
五
葉
、
下
巻

は
十
九
葉
、
各
葉
二
十
行
と
な

つ
て
居
る
。
今
序
丈

の
二
葉
と
下
巻

の
第
二
葉
と
が

敏
け
て
居
る
が
、
序
文
だ
け
は
之
を
補
爲
し
て
あ

る
。
此
書
の
終

に
は
左
の
識
語
が
墨
書
せ
ら
れ
て
あ
る
。

慶
長
四
年
五
月
上
車
旬
初
拝
請
此
輕
伺
南
宗
奥
義
了
次
爲
新
學
加
朱
黙
而
巳

了

然

誌

之

＼
42



叉
別
行
に

慶
長
八
年
三
月
朔
日
至
八
日

一
逼

拝
讃
之
次
加
和
黙
了

記

者

同

前

此
に
い
ふ
了
然
と

は
現
興
聖
寺
主
日
種
譲
山
老
師

の
言
に
よ
れ
ば
、
興
聖
寺

の
開
山
圓
耳
の
こ

と

で

あ

る
と

い

ふ
。
圓
耳
宇
は
虚
懸
、
始
め
日
蓮
宗

に
出
家
し
、
後
に
暉
宗
に
騰

し
、
慶
長
八
年
興
聖
寺
を
創
建
し
、
元
和
五
年
、

歳
六
十

一
を
以
て
入
寂
し
た
人

で
あ
る
。
で
此
本
は
固
耳
の
興
聖
寺
を
創
む
る
以
前
か
ら
有
し
て
居

禿
手
澤
本
で
あ

つ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
鉄
け
箆
序
交
の
補
爲
も
亦
此
圓
耳
自
身
の
筆
で
あ
る
と

い
ふ
。
版
本
そ
の
物
に
あ

つ

て
は
其
出
版
の
年
月
や
寺
院

叉
は
書
犀

の
名
を
記
「し
て
な

い
。
此
本
は
、
そ

の
原
宋
版
は
言
を
倹
π
ず
、
其
覆
刻
本

も
今
世
に
殆
ん
ど
見
る
を
得
な

い
の
で
あ
る
が
、
其
序
文

の
補
寓
せ
ら
れ
居
る
所
か
ら
考
ふ
れ
ば
.
慶
長
前
後
に
省

ほ
何
れ
か
の
寺
院
に
之
を
藏
す

る
竜
の
が
あ
つ
禿
の
で
あ
ら
う
。

興
聖
寺
本
壇
経
は
現
明
藏
本
に
比
し
て
は
丈
字
の
異
同
甚
だ
多

い
の
み
な
ら
ず
、
篇
章
の
配
置
に
至
る
ま
で
頗
る

相
違
す
る
所
が
あ
る
。
要
す
る
に
明
藏
本
は
中
に
は
節
略
す
る
所
も
あ
る
が
大
膿
に
於
て
丈
章

竜
長
く
な
う
、
事
實

竜
増
補

せ
ら
れ
、
全
部
を
通
じ
大
に
整
理
せ
ら
れ
π
も

の
で
あ
る
≧
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
だ
か
ら
興
聖
寺
本

は
二

巻
に
分
沈
れ
て
は
居

る
が
、
實

は
明
藏
本

の
方
が
遙
か
に
長
く
な

つ
て
居
る
鐸

で
あ
る
コ
而
し
て
興
聖
寺
本
の
由
來

に
就

い
て
は
、
前
掲
晃
子
健

の
序
交
が
委
細
を
悉
く
し
て
居
る
か
ら
今
之
を
左
に
引
用
し
て
置
か
う
。
先
づ
始
め
に

六
組
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(
一
五
)

43



・六
塞

鰯
鱒
の
書

・芯
瞬

一的
隅研
渦究

(
一
山ハ
)

は
六
租
壇
脛
序
と
題
し
、
次
の
行
に
前

に
述
べ
光
如
く
、
依
眞
小
師
琶
窃
…維
秀

山
恵
進
輝
院
沙
門
恵
断
述
と
署
し
、

次

の
行
か
ら
序
の
文
が
始
ま
り
、
先
づ
見
性
の
功
徳
を
読
き
、
そ
れ
か
ら
前

に
引
用
し
禿
六
租
が
壇
経
を
説
き
後
學

に
流
傳
し
て
居
る
が
、
其
交
繁
な
る
に
よ
り
今
分

つ
て
二
巻
十

一
門
と
な
す

≧
と
を
述
べ
、
そ
れ
か
ら
此
書
の
由
奈

を
読
き
次
の
如
く

い
ふ
d

子
健
被
旨
入
蜀
、
図
至
荊
南
、
於
族
叔
公
租
位
、
見
七
世
租
文
元
公
所
観
爲
本
六
租
壇
経
、
其
後
題
云
時
年
八
十

一
、
第
十
六
次
看
過
、
以
至
黙
句
標
題
、
手
澤
具
存
、
公
歴
事
太
宗
、
眞
宗

、
仁
宗
三
朝
、
引
年
七
十
、
累
章
求

解
、
梵
哉
以
太
子
少
保
致
仕
、
享
年
八
十
四
、
道
徳
文
章
具
載
國
史
。

次

に
文
之

公
と
壇
経
と
の
關
係
を
読
き
、
公
弱
冠
の
時
高
士
劉
惟

一
な
る
も
の
を
訪
ひ
隔

問
ふ
に
死
生
の
こ
と
を
以

て
し
尤
所
が
、
劉

は
身
髄

は
滅
す
る
竜
心
性
は
不
滅
な
る
を
説

い
た
。
爾
來
意
を
灘
翻
に
留
め
、
老

へ
て
愈
篤
か

つ

泥
。
公

は
李
生
學
ぶ
所
三
敷
倶
に
通
じ
た
が
、
晩
年
省
殴
壇
脛
を
看
、
孜

々
と
し
て
倦
懐
な
か

つ
た
。

子
健

來
佐
噺
春
即
、
遇
太
守
高
公
、
世
庚
篤
信
好
佛
、

一
日
語
及
先
丈
元
公
所
観
壇
経
、
欣
然
日
、
此
乃
六
租
傳

衣
之
地
、
是
経
安
可
閾
乎
、
乃
用
其
句
護
、
鍍
版
刊
行
、
以
廣
其
傳
。

と

い
ひ
、
而
し
て
終
ウ
に
は
前

に
述
べ
た
如
く

紹

典
二
十

三
年
六
月

二
十
日
右
奉
議
郎
権
通
剃
斬
州
軍
州
事
晃
子
健
謹
記

と
あ
る
。
此
前
文
に

「
古
本
丈
繁
披
覧
之
徒
初
祈
後
厭
、
余
以
太
歳
丁
卯
、
月
籏
賓

二
十
三
日
辛
亥
、
於
思
迎
院
分

"



爲
繭
巻
、
凡
十

一
門
、
貴
接
後
家
同
見
佛
性
者
L
と
あ
る
所
か
ら
見
れ
ば
、
彼

の
序
は
紹
興
二
十
三
年
此
書
出
版
の

時

に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
之
を
二
巻
十

一
門
と
な
し
禿
の
は
丁
卯

の
歳
帥
ち
紹
興
十
七
年

で
あ
つ
た
の
で
あ

る
。
彼
は
此
時
多
少
古
本
の
文
を
節
略
し
だ
か
竜
知
れ
漁
が
、
其
原
本

の
宋
初
眞
宗
前
後
の
も
の
で
あ

つ
π
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
而
し
て
諸
種

の
黙
か
ら
し
て
こ
れ
が
唐
本
に
最
竜
近

い
竜
の
で
あ

つ
禿
。

(
此
事
は
次
節

三
本
比

較

の
章
に
於
て
述
べ
る
。
)

次
に
敦
煙
本
壇
経
は
元

々
ス
タ
イ
ン
氏
駿
掘
品
中
に
磯
見
せ
ら
れ
た
も
の
で
、
今
大
英
博
物
館

に
藏
せ
ら
れ
て
居

る
。
前
年
矢
吹
氏

は
之
を
影
爲
し
來
り
、
「
鳴
沙
絵
韻
」
中
に
縮
爲
影
印
せ
ら
れ
て
居
る
。
(
同
書
圖
版

一
〇
二
、
一
〇

三
。
)同
書

の
解
読
は
今
俺
ほ
窃

版
せ
ら
れ
な

い
の
で
、
其
書
の
謄
裁
大
さ
等
は
明
ら
か
な
ら
ぬ
が
、
此
圖
版
に
よ

つ

て
見
れ
ば
、
之
れ
は
彼
弘
法
大
師
が
在
唐
の
時
抄
爲
將
來
せ
ら
れ
禿
三
十
帖
冊
子
様

の
醗
載
の
も

の

で

あ

る
ら
し

い
。

一
紙
を
二
折
と
し
綴
ら
れ
、

全
部

二
十
六
紙
で
あ
る
が
本
文
は
二
十
五
紙

で
終

っ
て
居
る
。

一
頁

(
・即
ち

一
紙

の
牛
葉
)
五
行
、
時
あ

つ
て
は
六
行
、
七
行
乃
至
八
行
に
亙
幽
等
し
か
ら
澱
。

一
行
の
字
敷
竜
少
き

は
二
十
字
、
多

き

は
こ
十
五
、
六
字

に
竜
達
し
、
著
し
く
異
な

つ
て
居
る
。
序
蹟
な
く
、
書
爲
年
代
も
記
し
て
な

い
。
が
其
書
髄
を

按

ん
ず

る
に
大
盟
唐
末
五
代
頃
の
も
の
と
思
は
る
。
自
性
の
性

は
常
に
姓
に
作
φ
、
着
は
看
に
作
ら
る
、
等
、
誤
爲

竜
頗
る
多
く
、
時
に
は
文
章

の
讃
み
難

い
所
も
あ
ウ
、
絵

う
善

い
爲
本
で
は
な

い
が
、
其
年
代
に
於
て
は
現
存
す

る

・壇
経
中
最
も
古
く
、
之

に
よ
つ
て
少
く
と
も
唐
末
頃
の
壇
輕
の
騰
裁
を
知
り
得

る
勲

に
於
て
、
吾
人
の
最
も
大
な
る

六
謝職
曲蟹
M畿
の
書
志
學
的
研
究

(
一
七
)
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六
魍
壇
輕
の
書
志
學
的
研
究

(
一
八
)

興
味
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
唐
末
五
代

の
頃

に
は
遠

く
敦
煤
地
方
に
迄
灘
激

の
傳
は
る
と
共
に
、
嶺
南
…に
成
れ
る

壇
経
の
流
布
せ
ら
れ
箆
こ
と
が
判
る
の
で
、
此
黙
に
於
て
も
吾
人
に
は
多
少
の
與
味
が
な

い
で
は
な

い
。

敦
燵

本
壇
経
に
は
、
分
巻
は
い
ふ
迄
も
な
く
、
篇
章
も
分
禿
ず
、
始
か
ら
終
ま
で
引
績
き
書
か
れ
て
あ
る
。
此
本

が
壇
経
の
最
初
の
形

を
其
儘
維
持
保
存
し
て
居
る
も
の
と

は
考

へ
ら
れ
澱
が
、
篇
章
を
分
禿
な

い
の
は
、
壇
輕
原
始

の
形
で
あ

つ
た
の
で
あ
ら
う
。
既
に
篇
章
が
分
だ
れ
て
居

つ
π
と
す
れ
ば
、
之
を
特
に
創
除
し
績
け
書
き
に
す
る
筈

竜
な

い
や
う
に
思
は
れ
る
。
若
し
果
し
て
然
う
と
す
れ
ば
、
壇
脛
に
篇
章
を
分

つ
た
の
は
宋
代
晃
子
健

の
興
聖
寺
本

か
ら
始
ま
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て

一
度
興
聖
寺
本
が
篇
章
を
分

つ
禿
の
で
、
後
世
元
明
諸
本
に
至
る
迄
、
分
巻

は
之
を
撤
去
し
禿
が
、
分
章

は
多
少
礎
更
し
な
が
ら
、
之
を
蹟
襲
し
禿
の
で
あ
る
。

敦
焼
本
は
初
め
に
題
し
て

南
宗

頓
敏
寂
上
大
乗
摩
誕
般
若
波
羅
密
経

山
ハ
祀
渦宙
瀬
能

大
師
於
珈
印
州
大
林
川
寺
皿施
法
壇
経

一
巻

と

い
ひ
、
更
ら
に
次
の
行
に
は

兼
受
無
相

戎
弘
法
弟
子
法
海
集
認

と
あ
り
、
巻
末
に
は

南
宗
頓
教
最
上
大
乗
壇
輕
法

一
巻
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と
あ
る
。
荷
ほ
敦
燈
本
に
は
其
末

に

大

乗

志
三
十

大

聖

志
四
十

大

通

志
五
十

大

寳

志
六
十

大

法

志
七
十

十

徳

志
八
十

清
之
藏
志
三
十

清
持
藏
志
四
十

清
寳
藏
志
五
十

清
蓮
藏
志
六
十

清
海
藏
志
七
十

大
法
藏
志
八
十

此
是
菩
薩
法
號

の
四
行
の
文
掌
が
記
さ
れ
て
あ
る
が
、
如
何
な
る
意
義
を
有
す
る
か
明
ら
か
な
ら

粗
。
何
れ
に
し
て
も
是
れ
は
壇
脛

と
關
係
な
く
、
所
持
者
が
飴
臼
に
何
等
か
の
畳
書

と
し
て
書
付
け
た
の
で
あ
ら
う
。

敦
煙
本
壇
経
に
は
勿
論
文
章
の
廣
略
、
事
實

の
出
入
頗

る
多
く
、
全
然
同

一
で
は
な
く
、
又
前
に
も

二
員
し
た
如

く
篇
章
を
分
た
瞭
が
、
其
内
容
丼
び
に
順
序

は
大
髄
興
聖
寺
本
と
殆
ん
ど
相
近

い
。
但
其
篇
末

に
至
の
異
同
が
頗
る

多

い
の
み
で
あ
る
。
是
に
よ

つ
て
見
て
竜
興
聖
寺
本
は
固
よ
φ
多
少
別
傳
や
其
他
の
書
を
馨
照
し
た
で
あ
ら
う
が
、

主
と
し
て
敦
燈
本
に
よ
卦
、
其
篇
末
に
至
り
特
に
改
修
を
な
し
泥
竜
の
と
推
定
せ
ら
る
＼
。
而
し
て
此
等
の
原
文
井

に
改
修
の
文
は
共
に
宋
以
後
の
壇
経
に
絶
え
て
見
ざ
る
所
…で
あ
る
。

敦
焼
本
内
容
灘
異
の
主
な
る
竜
の
に
就
き
て
は
更
ら
に
節
を
改
め
略
述
し
や
う
と
思
ふ
が
、
此
に
は
敦
煙
本
の
必

ら
ず
し
も
壇
輕
の
原
始
の
形

で
な

い
こ
と

＼
、
叉
此
本
改
修
年
代
の
大
盟
を
明
ら
か
に
す

る
爲
め
、
次

の
句
を
引
用

し
て
置
く
、
(
元
以
後

の
諸
本
に
は
此
等
の
句
は
何
れ
も
削
除
せ
ら
れ
て
居
る
。
)
敦
焼
本
壇
経
末
に
は

い
ふ
。

山台
屈
壇
郷
隅の
壼
日士心墨
-的
研
究

(
一
・九
)



六
閥
壌
蟹
の
讐
志
學
的
研
究

(二
〇
)

此
壇
経
法
海

上
座
集
、
上
座
無
常
、
付
同
學
溢
祭
、
々
々
無
常
、
付
門
人
悟
眞
、
悟
眞
在
…嶺
南
漢
漕
山
法
興
寺
、

見
今
傳
受
此
法
、
如
付
山
法
頃
徳

上
座
、
恨
知
心
信
佛
法
立
大
悲
、
持
此
経
以
爲
衣
、
承
於
今
不
絶
。

此
末
段
の
丈
意
は
甚
だ
明
了
を
敏

く
が
、
兎
に
角
此
本
の
作
ら

れ
た
時
に
は
、
悟
眞
な
る
傳
法
者
が
生
存
し
て
居
る

達
と
だ
け
は
疑
な

い
。
而
し
て
悟
眞
は
六
狙
か
ら
第
四
代
に
當

る
竜
の
、
や
う
で
あ
る
。
し
か
し
興
聖
寺
本
に
据
る

と
其
傳
統
は
穂
々
之
と
異
な
6
次

の
如
く
な

っ
て
居

る
。

泪
乎
法
海
上
座
無
常
、
以
此
壇
経
付
囑
志
道
、
志
遣
付
彼
岸
、
彼
岸
付
悟
眞
、
悟
眞
付
圓
會
、
逓
代
相
傳
付
囑
。

此
に

い
メ
悟
眞
と
は
前
に

い
ふ
遣
祭
の
門
人
悟
眞
と
同

一
人
で
は
な
か
ら
う
か
。
し
か
し
彼
に
あ
つ
て
は
傳
統
が

⊥ハ
翻凪
1
ー
法
海
ー
艶適
祭
-
悟
盛呉

と
な

つ
て
居
る
の
に
、
此
に
あ

つ
て
は

六
想
ー

法
海
ー
志
道
i
彼
岸
ー
悟
眞
ー
圓
會

と
な
り
・
全
く
其
傳
統
者
を
異
に
す
る
。
而
し
て
彼
に
あ

つ
て
は
、
悟
眞
は
六
胆
以
後
第
四
代
と
な

つ
て
居
る
が
、

此
で
は
第
五
代
と
な
る
。
古
來
僧
侶
に
は
殊
に
同
名
が
多

い
か
ら
、
或

は
悟
眞
が
其
傳
統
を
異
に
し
、
前
後
二
人
あ

つ
鬼
の
か
竜
知

れ
訟
。
或
は
叉
道
祭
と
は
志
道
と
同

一
人
で
、
悟
眞
な
る
も
の
は
志
痘
と
彼
岸
と

二
人
に
就

い
て
學

ん
だ
も
の
か
も
知
れ
澱
。
何
れ
に
し
て
も
悟
眞
は
六
租
以
後
四
代
若
く
は
五
代
の
人

で
あ
り
其
在
世
の
時
敦
焼
本
は

成
蚕
・
更
ら
に
圓
會

の
時
代
に
及
び
興
聖
寺
本
若
く
は
其
原
本
悪
所
本
が
出
來
π
も
の
と
推
測
せ
ら
る
＼
。
此
等
の

娼



傳
統
者

に
就

い
て
は
其
傳
記
更
ら
に
明
了
な
ら

顕
の
で
、
其
生
卒
年
代
も
判
ら
澱
が
、
今
姑
ら
く
南
嶽
杯
の
傳
統
に

之
を
封
比
し
て
見
れ
ば
、
南
嶽
系

の
六
祓
第
四
代
は
百
丈
懐
海
で
あ
う
、
第
五
代
は
黄
藁
希
運
や
漉
山
璽
茄
杯
に
當

る
。
若
し
悟
眞
が
此
等
の
入

々
と
同
時
在
世
で
あ

つ
た
と
す
れ
ば
、
先
づ
大
禮
唐
末
大
中
前
後
、
即
ち
八
百
年
代

の

中
葉
、
六
租
◎
約

一
百
二
三
十
年
頃
に
相
當
し
、
早
く
も
此
時
代
敦
煙
本
壇
経
は
修
補
せ
ら
れ

た

も

の

と
見
る
べ

く
、
興
聖
寺
本
の
原
本
は
更
ら
に
そ
れ
よ
釦

一
二
代
後
く
れ
、
五
代
の
初
を
湖
ら
澱
竜
の
か
と
思
は
れ
る
。
そ
れ
に

し
て
も
景
徳
傳
統
録
や
契
嵩

の
ゴ
一省
本
壇
経
に
比
し
て
は
蓬
か
歎
十
百
年
以
前
の
古
本
で
あ
る
。

附
寵
ー
ー
…敦
煙
本
壇
経
は
影
篇
本
よ
聾
犬
正
一
切
鰹
中
に
も
編
入
せ
ら
れ
居
る
が
、
本
篇
に
引
用
す
る
所
は
総
べ
て
前
記
影
印
本
に
操
る
。

留
陶

壇
経
三
本

の
比
較

(
一
)

敦
煙
本
、
興
聖
寺
本
丼
び
に
明
藏
本

の
文
字
内
容

は
甚
だ
し
く
相
蓮
す
る
所
が
あ
ク
、
今

一
々
之
を
比
較
列
爆
す

る
こ
と

は
絵
り
に
繁
項

に
渉
る
か
ら
之
を
略
す
る
が
、
其
中
最
竜
著
し

い
も
の
と
、
其
灘
異
の

一
班
を
想
像
せ
し
む

る
に
足
る
も
の
と

の
歎
例
を
掲
ぐ
る
こ
と

＼
す
る
。

(
一
)

先
づ
第

一
に
は
壇
経
篇

章
排
列
の
愛
異
を
示
す
。

明
置
藏

本

(即
元
法
寳
本
)

行
由
第

一
/

六
窟
境
趣
の
書
志
學
的
研
究

興

聖

寺

本

六
祀
壇
経
巻
上

ー

一
、
縁
起
説
法
門

敦

燈

本

(
大
同
)

(
二

一
)

坦



灘
舞
舗
羅

海

機
緑

第
七

双
行

思
欧
懐

9
玄

畳
欺
智

n
西
蜀
一
信

12
暴
臥
輪

頓
漸
笑

露

餓
M
志

轍

宣
詔
第
九

付
囑
第
+

,
二
、
悟
法
傳
衣
門

二
、
爲
時
衆
説
定
慧
門

四
、
激
授
坐
灘
門

ー

馨
轄
蘇

蕪

説

一
膿
三
身
佛
相
門

六
狙
橿
繧
讐
下

七
、
説
摩
詞
般
若
波
羅
密
門

入
、
問
答
功
徳

及
西
方
相
釈
門

九
、
諸
宗
難
問
門

.
、
南
北
二
宗
見
性
門
躍

馨

咽
人

敷
示
十
僧
傳
法
門

(
ニ
ニ
)

、

同同同oD
映
バ三
身
佛
相
門
を
入
る
》

㈱
霧

%
く

同

上
表
に
よ

つ
て

一
見
明
ら
か
な
る
如
く
、
興
聖
寺
本

は
大
騰
敦
焼
本
と
其
順
次
を
同
じ
く
し
、

於
て
多
少
の
異
同
囲
入
を
な
す
の
み
で
あ
る
。
但
全
篇
を
十

一
門
に
分

つ
禿
が
爲
め
、

同同同(
丈
尤
異
)

唯
其
丈
句
事
實

に

一
章

の
終
や
始
め
に
は
、
…幾

駒



分
の
文
章

の
礎
化
を
な
し
た
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な

い
。
唯
興
聖
寺
本
第
五
、
第
六
門
に
相
當
す
る
所
の
み
に
は
敦
爆

本

と
多
少
の
順
序
異
同
が
あ
る
。
即
ち
敦
煙

本
で
は
興
塁
寺
本
の
第
六
読

一
燈

三
身
佛
相
門
が
直
ち
に
第
四
敏
授
磁

輝
門
の
次
に
來
り
、
第
五
論
傳
香
俄
悔
機
願
門
の
戒
、
定
、
慧

.
解
脱
、
解
脱
智
見
の
自
性
五
分
法
身
香
な
る

一
段

が
映
け
、
之
に
次
ぎ
四
弘
誓
願
、
次
に
無
相
蛾
悔
の
読
と
な
劃
、
興
聖
寺

本
の
無
相
繊
悔
と
四
弘
誓
願
と
の
説
は
内

容

に
於
て
は
大
同

で
あ
る
が
、
其
順
序
か
前
後
顛
倒
し
て
居

る
の
で
あ
る
。
思
ふ
に
興
聖
寺
本
で
は
五
分
法
身
香

の

一
段
を
補
ふ
爲
め
、
三
身
読

は
之
を
別
に

一
門
と
な
し
、
次

に
排
置
し
た
の
で
あ
ら
う
。
宗
寳

本
(
明
藏

)
に
至

つ
て

は
此
等
二
本
と
順
次
頗
る
相
違
し
て
居
る
。
先
づ
敦
煙

本
や
興
聖
寺
本
の
第
七
般

若

門

と

第
八
問
答
門
と
を
行
歯

(
即
ち
前
の
悟
法
傳
衣
門
)
の
次
に
移
し
、
其
文
字

か
ら
偶
碩
ま
で
竜
大
に
愛
更
し
た

ハ
こ
れ
は
後
に
説
く
こ
と

、
す

る
。
)
叉
前

盾
の
三
四
五
六
の
四
門
の
順
序

は
大
騰
同
じ

い
が
、
内
容

は
大
に
整
理
さ
れ
て
居
り
、
第
十
南
北
;
宗
易

性
門
は
大
に
之
を
増
補
し
、
機
縁
、
頓
漸
の
二
と
な
し
、
叉
新
泥
に
宣
詔

の

一
章

を
設
け
た
。
前

に
竜

一
言
し
た
如

く
宗

寳
は
其
壇

経
践

に
於
て
「
増
入
弟
予
請

益
機

縁
」
と
い
つ
禿
の
は
、
即
ち
之
を
指
す
の
で
あ
ら
う
。
し
か
し
精
密

に
い
へ
ば
機
縁
の

一
章
全
部

か
彼

の
新

泥
に
増
補

し
た
所
で
は
な

い
。
機

縁
、
頓
漸
の
二
章
に
渉
勢
志
誠
、
法
逡
、

智
常
、
紳
會

四
人
の
話

は
大
膿
古
本
に
既
に
存
す
る
所

で
あ
り
、
他
の
十

一
人
の
話
を
二
章
に
適
宜
分
配
増
補
し
た

こ
と
が
判
る
。
而

し
て
宗

賛
本
繊
悔
章
で
は
興
螺
寺
本
と
同
じ
く
初
め

に
五
分
法
身
香
、
之
に
次
ぐ

に
無
相
畿
悔
、
.

四
弘
誓
願
、
無
相
三
蹄
依
を
以
て
し
、
最
後
に
三
身
を
説
く
を
以

て
之
を
見
れ
ば
、
此
本

の
直

接
、
間
接
興
魂
寺
ホ

山ハ
組
壇
経

の
魯
【志
墨
・的
研
究

(
二
三
)

瓢



六
胆
壇
経
の
書
志
愚
的
碗
究

(
二
四
)

の
系
統
を
承
纏
し
泥
も

の
で
あ
る
を
知
る
べ
き
で

あ
る
。

爾
ほ
此
に
吾
人
の
注
意
す
べ
き
は
境
行
宗
寳
本
般
若
章

の
絡

に
附
す
る
「
醗
通

及
心
題
乃
酸
悟
購
刹
那
問

』
の
偏

は
、

敦
焼
本
や
奥
聖
寺
本
に
あ
つ
て
は
共
に
次

の
「
問
答

功
徳

及
西
方
相
歌
田
」
(現

行
本

疑
問
章
)
の
絡
に
附
し
、
現

行
本

鼻疑
問
章
の
終
に
存

ず
る
「
心
亭
何
勢
持
戒
乃
至
西
方
只
在
目
前
」
の
偶

は
宗

蟹
本
に
璽

つ
て
始
め
て
顯
は
れ
た
も
の
で

あ
る
。
而
し
て
明
藏
本
…俄
悔
章

の
絡

の
「
迷
人
修
顧
不
修
遣
」
の
偏

は
、
敦
燵
本
や
輿
聖
寺
本

に
於
け
る

「
読
摩
詞
般

若
門
」
、(
現
行
本
般
若
章
)
り
絡

の
偏

の
此

に
移

さ
れ
左
も
の
で
あ
り
、
戯
悔
門

に
は
本
來
偶
は

な

か

つ

た
の
で
あ

る
。
此
等

も
可
な
ウ
大
な
る
改
修

と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら

擬
。

(
二
)

三
本
の
丈
字
が
如
何
様

に
改
愛

せ
ら

れ
た
か
の

一
班
を
知
る
が
爲
め
、
便
宜
巻
初
(
緑
起
読

俵
門

)
の
文
を

墨
げ
て
置
か
う
。

敦

焼

本

惑
能
大
師
於
大
梵
寺
講
堂
中
、

昇
高
座
、
読
摩
詞
般
若
波
羅
密

法
、
受
無
相
戒
、
其
時
座
下
僑

尼
遣
俗

一
萬
蝕
人
、
翻
州
刺
史

等
篠
(血皐
擦
等
の
誤
)及
諸
冨
寮

興

聖

寺

本

大
師
唐
時
、
初
、
從
南
海
上
経

曹
漢
、
紹
州
刺
史
章
榛
等
、
請

於
大
梵
寺
講
堂
中
、
爲
衆
開
縁

授
無
相
戒
、
読
摩
詞
般
若
波
羅

　

ゐ

も

　

　

も

も

も

も

密
法
。
大
師
是
日
論
頓
敷

法
直

明

藏

本

時
大
帥
経
寳
林
、
詔
州
章
刺
吏

瀦
與
官
寮
入
山
請
師
、
出
於
誠

中
大
梵
寺
講
堂
、
爲
衆
開
線
説

法
、
師
陛
座
、
次
刺
官
僚
三
十

絵

人
、
儒
宗
學
士
三
十
餓
人
、
恥

鱗



三
十
絵
人
、
儒
士

(
三
十
の
字

を
脱
す
)
絵
人
、
同
請
大
師
読

摩
詞
般
若
波
羅
密
法
、
刺
史
途

令
門
人
僑
法
海
集
記
、
流
行
後

代
、
與
學
濫
者
永
此
宗
旨
遍
相

　
　
ゑ
て
　
　

傳
授
、
有
所
於
約
、
以
爲
稟
承
・

此
壇
経
。

ぬ

　

う

し

つ

　

　

も

ゆ

も

了
見
性
無
磯
、
普
告
僧
俗
、
令

　

ゐ

も

あ

や

た

　

つ

も

　

言
下
各
悟
本
心
、
現
成
佛

滋
。

座
下
僧
尼
濫
俗

一
千
飴
人
、
刺

史
官
寮
等
三
十
飴
人
、
儒
宗
學

士
三
十
絵
人
、
同
請
大
師
、
説

是
法
門
、
刺
史
章
擦
令
門
人
法

海
抄
録
流
行
、
傳
示
後
代
、
若

承
此
宗
旨
、
學
濫
者
逓
相
敢
授

有
所
依
慧
耳
。

僧
尼
道
俗

一
千
蝕
人
、

衣
願
聞
法
要
。

同
時
作

夫
膿

か
ら

い
へ
ば
三
本
の
中
敦
焼
本
の
丈
は
最
竜
簡
に
し
て
、
興
聖
寺
本
之
に
次
ぎ
、
現
宗
寳
本
最
も
繁
で
あ
る

が
、
宗

寳
本
は
緑
起
読
法
の

一
門
を
立
て
ず
、
之
を
行
由
の
初
に
附
記
し
π
の
で
此
で
は
其
文
最
竜
削
略
せ
ら
れ
た

、
の
で
あ
る
。
が
之
に
よ

つ
て
壇
経
の
丈
字
が
時
代
に
よ

つ
て
如
何
様

に
灘
改
せ
ら
れ
疫
か
の

一
班
を
推
測
し
得
ら
る

、
こ
と
＼
思
ふ
。

(
三
)

丈
字
の
灘
化
は
少

い
が
、
後
世
縄
學
者
の
普
ね
く
傳
唱
す

る
所
で
あ
る
か
ら
、
此
に
五
租
に
呈
し
て
己
れ

の
見
解
を
述
べ
た
紳
秀
及
び
慧
能

の
偶
を
暴
げ
て
置
く
。

六
麗
壇
鰹
の
書
憲
學
的
研
究

(二
五
)



六
藺
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

敦

燵

本

(
紳
秀
の
偏
)

身
是
菩
提
樹

心
如
明
鏡
塵

む

時
々
勤
梯
拭

莫
使
有
塵
埃

(
慧
能
の
偏
)

む

菩
提
本
無
樹

明
鏡
亦
無
毫

　

　

む

　

む

む

佛
姓
常
清
浮

何
威
有
塵
埃

叉

偏

日

心
是
菩
提
樹

身
爲
明
鏡
毫

む

明
鏡
本
清
浮

何
庭
染
隆
埃

興

聖

寺

本

身
邊
菩
提
樹

時
々
動
彿
拭

・
菩
提
本
無
樹

　

　

　

　

む

本
來
無

一
物

(
敏

)

心
如
明
鏡
壷

む

莫
使
染
塵
埃

む

明
鏡
亦
非
壷

む

何
露
有
塵
埃

(
二
六
)

明

藏

本

身
是
菩
提
樹

時
々
勤
彿
拭

菩
提
本
無
樹

本
來
無

一
物

(
敏
)

心
如
明
鏡
毫

む

勿
使
惹
塵
埃

む

明
鏡
亦
非
皇

む

何
麗
惹
塵
埃

是
れ
に
よ

つ
て
見
れ
ば
後
世
六
祀
の
作
と
し
て
人
口
に
瞼
爽
す
る
「
本
來
無

一
物
」
の
句

は
、
宋
本
以
來
始
め
て
顯

む

は
る
＼
所
で
あ
り
、
唐
本
に
は
未
だ
見
な

い
の
で
あ
る
。
叉
紳
秀
、
慧
能
爾
偶
の
第
四
句

は
何
れ
竜
唐
本
で
は

「
有

む

塵
埃
」
と
な

つ
て
居
る
の
が
、
興
聖
寺
本
で
は
神
秀
の
偏
だ
け
が
「
染
塵
埃
」
と
灘
じ

陀
に
關
は
ら
ず
、
慧
能

の
は
荷

む

　

ほ
「
有
塵
埃
」
と
な

つ
て
居
る
。
然
る
に
元
本
か
ら

は
何
れ
も
「
惹

」字
と
痩

つ
て
來
力
こ
と
が
判

る
。

興

聖

寺

本

の

む『
染
し
の
字

は
唐
本
に
於
け
る
慧
能
第
二
の
偏
の
第
四
句

の
「
何
庭
染
塵
埃
」
と
あ
る
所
か
ら
探
り
來
つ
た

の

で

あ

ら

男



む

む

う
。
術
ほ
景
徳
傳
統
録

に
よ
れ
ば
紳
秀
の
偏

は

「
身
是
菩
提
樹
、

心
如
明
鏡
毫
、
時
々
勤
佛
拭
、
莫
遣
有
塵
埃
」
と

あ
り
、
大
膿
敦
焼
本
の
面
目
を
存
し
、
未
π
興
聖
寺
本
の
影
響
を
受
け
て
居
な

い
や

う

で

あ

る
が
、
慧
能
の
偶
は

　

む

む

む

　

む

『
菩
提
本
非
樹
、
心
鏡
亦
非
盛
、
本
家
無

一
物
、
何
假
梯
塵
埃
」
と

い
ひ
、
第

一
第
二
句

の
無
が
共
に
非
と
な
釦
、
第

む

む

む

四
句

は
更
ら
に
墾
じ
て
「
何
假
彿
」
と
な

つ
て
居

る
。
「
本
來
無

一
物
」
の
句
の
興
聖
寺
本
と
同

一
な

る

所

か

ら
見
れ

ば
、
興
聖
寺
本
を
取

つ
て
更
ら
に
之
を
修
正
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
更
ら
に
契
嵩

の
傳
法
正
宗
記
(
翁
六
)
を
屡

照
す
る
に
、
紳
秀

の
第
四
句
は
「莫

使
惹
塵
埃
」
と
な
り
、
夫
膿
元
本
壇
経
と
同
じ
く
、
慧
能

の
掲
は
興
聖
寺
本
と
全

然
同
じ

い
。
し
て
見
れ
ば
「
惹
」
字
を
紳
秀

の
偶

の
第
四
句
に
用

ゐ
π
の
は
契
嵩

の
三
霧
本
壇
経
か
ら
で
は
な
か
ら
う

か
。
三
巻
本
壇
経
は
前

に
も

一
言
し
禿
如

く
今
傳
は
ら

諏
が
、
傳
法
正
宗
記

は
契
嵩

の
殆
ん
ど
之
と
前
後
し
て
編
し

た
所

で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
此
等
の
偶
も
爾
者
同

一
で
あ

つ
た
ら
う
と
推
測
せ
ら
る
＼
。

(
三
巻
本
壇
経
は
宋

の
至

和
三
年
に
成
う
、
傳
法
正
宗

記
編
成
の
時
は
明
記
せ
ら
れ
ぬ
が
、
彼
が
其
入
藏

を
請

ひ
、
其
軟
許
を
受
け
た
の
が
、

嘉
肪
七
年
三
月
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
其
前
年
頃
に
成
れ
る
竜
の
か
と
思
ふ
。
若
し
然
釦
と
す
れ
ば
三
巻
本
壇
経
に

後
く
る
＼
こ
と
僅
か
に
五
年
で
あ
る
。
)
而
し
て
元
本
壇
経
で
は
紳
秀
の
偏

に
「
惹
塵
埃
」
と
あ

る
所
か
ら
、
逡
に
慧
能

の
句
ま
で
も
「
惹
」
に
改
め
控
の
で
あ
ら
う
。
斯
ぐ
考

へ
來
れ
ば
三
巻
壇
経
は
直
接
興
聖
寺
本
に
本
づ

き

之

を

改
修

し
、
宗
寳
本
は
興
聖
寺
本
に
擦
釦
、
傍
ら
三
巻
本
を
竜
屡
照
し
修
正
し
た
も
の
と
推
定
せ
ら

る
、
の
で
あ
る
。

(
四
)

慧
能
が
將
さ
に
五
組

の
下
を
去
ら
ん
と
す
る
や
、
五
祀
之
に
告
げ
て

い
ふ
。

★
租
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(
二
七
》

55



六
胆
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

敦

焼

本

(
敏

)

汝

去

、
努

力

、

　

　

　

ぬ

り

年
勿
弘
此
法
、

化
善
誘
迷
人
、

悟
無
別
。

も

將
法
向
南
、
三

難
去
在
後
、
弘

若
得
心
開
、
汝

(
鉄

)

興

聖

寺

本

但
依
此
見
巳
後
、
佛
法
大
行
突
。

　

む

　

む

　

　

　

　

む

汝
去
後

一
年
吾
卿
前
逝
。
五
租で

言
汝
今
好
去
、
努
力
向
南
、
五

　

　

も

で

り

年
勿
読
佛
法
、
難
起
已
後
行
化

善
誘
迷
人
、
若
得
心
開
、
與
吾

無
別
。

恵
能
後
至
曹
漢
、
叉
被
悪
人
尋む

逐
、
乃
於
四
會
縣
避
難
、
経
五

む年
在
猟
人
中
、
國
與
人
読
法

(
飲

)

(
二
八
》

明

藏

本

祀
云
、
以
後
佛
法
由
汝
大
行
、

む

　

　

む

む

　

む

汝
去
三
年
、
吾
方
逝
世
、
汝
今

好
去
、
努
力
向
南
、
不
宜
速
説

佛
法
難
記
。

恵
能
後
至
曹
漢
、
叉
被
悪
人
尋

逐
、
乃
於
四
會
避
難
、
猟
人
隊

む

　

　

む

中
、
凡
経

一
十
五
載
、
時
與
猟

人
随
宜
説
法
、
猟
人
常
令
守
網

毎
見
生
命
審
放
之
、
毎
至
飯
時

以
菓
寄
煮
肉
鍋
、
或
問
則
劃
日

但
喫
肉
邊
蘂
。

邸



此

に
は
三
本
の
文
の
次
第
に
増
盆

せ
ら
れ
た
こ
と
を
見
得
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
敦
焼

本
で
は
映
け
て
居
る
が
、

む

む

　

む

興
聖
寺
本
に
「
汝
去
後

一
年

、
吾
即
前
逝
」
と
あ

る
の
が
,
明
藏
本
で
は
三
年
と
な
つ
て
居
る
。

叉
敦
煙

本
で
は
六
組

む

む

む

　

南

に
去

つ
て
よ
φ
三
年
此
法
を
弘
む
る
勿

"
と
あ
る
の
が
、
興

馨
寺
本
で
は
五
年
と
な
り
、
明
藏
本
で
は
唯

「
不
箕

速
読
」
と
漠

然
泥
る
語
と
な
少
、
年
数

を
限
ら
な

い
。
此
三
年
や
五
年
と
は
郎
ち
後
六
組
が
法
難
を
避
け
、
四
禽

縣

む

む

に
於

て
猟
人
中
に
混
居
し
た
こ
と
を
豫
言
し
た
も
の
と
思
ふ
。
で
興
聖
寺
本
で
は
五
年
の
聞
猟
人
中

に
避
難

し
た
と

　

　

む

む

む

む

む

あ
る
が
、
明
臓
本
で
は
「
凡
経

一
十
五
歳
」
と
あ
る
。
但
王
維
の
碑

に
は
「
混
農
商
於
勢
侶
、
如
此
積
十
六
載
」
と

い
ひ

む

　

む

柳
宗
元
の
碑

に
竜
「
趣
隠
南
海
上
、
人
無
聞
知
、

叉
十
六
年
、
度
其
可
行
」
と

い
ひ
、
何

顧
も
十
六
年

と

な

つ

て
層

る
。
何
れ
が
果
し
て
事
實

で
あ

つ
た
か
殆
ん
ど
知
る
べ
か
ら
ざ
る
の
で
あ
る
。
今

一
見
之
を
知
ウ
易
か
ら
し
む
る
爲

め
、
重
訟
て
左
の
表
を
作

つ
て
置
《
。

蓋
胆
没
年

,六
祀
避
難

概
宗
灘
碑

十

六

年

曹
漢
別
傳

六
憩
去
後

三

日

五

年

敦

燈

本ー

三

年

五 一 興

寺
年 年 本

　

五
年
P

)

四 傳景

統

年 録徳

 

景
憾
傳
統

録
六
組
傳

に
は
。

六
胆

の
黄
梅

に
往
け
る
を
成
享

二
年

(
六
七

一
)
と
し
、

其

年
衣
鉢
を
傳

へ
、

楼
【鳳

元
年

(
六
七
六
)
に
南
海
」即
轡示
に
至
り
受
戒

し
、
明
年

二
月
詔
州
寳

林
寺

に
蹄

り
眈
法
ず
と

い
ふ
。
即

ち
威
享
二
串

よ
り
儀
鳳
元
年

に
垂
る
は
、
正

さ
κ
繭

年
で
あ
る
。

六
羅
境
脛
の
書
憲
學
的
研
究

騨

藏

本

三

年

十

五

年

(
二
九
)



六
胆
壇
経
の
書
志
學
的
研
究

(
三
〇
)

但

古
砂
本
に
あ

つ
て
は
往

々
に
し
て
文
字
の
誤
脱
誤
字
等
の
存
す
る
の
は
勢

り
免

"
ざ

る
所
で
あ
る
か
ら
、
此
等

異
読
も
或

は
家
第

に
誤
に
重
職
る
に
誤
を
以
て
し
、
逮
に
斯
に
至

っ
た
の
か
も
知

"
職
。
若

し
斯
か
る
見
地
よ
血
強
…

い
て
想
像
す
れ
ば
、
六
組
の
難
を
四
會
猟
人

中
に
避
け
た
の
は
、
本

來
十
六
年
で
あ

つ
泥
の
を
、
後
人
之
を
輔
爲
す

る
に
當
φ
、
誤
り
「
十
」
字
を
脱
し
、
軍
に
「
六
」
と
な
し
、
更
ら
に
「
六
」
が
行
膿
梢
相
似
た
る
よ
φ
三
と
灘
じ
、
敦
煽

本
の
三
年
説
と
菰
φ
、
コ
一ご
が
更
ら
に
「
五
」
と
誤
爲
せ
ら
れ
、
別
傳

や
興
塁
寺
本
等
の
五
年
読
と
な
少
、
而
し
て
明
・

藏
本
に
あ

つ
て

は
此
十
六
年
説
と

五
年
説
と
を
合

し
、
十
五
年
と
な
す
に
至

つ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
別
傳

に
五

旭

の
没
年
を
六
組

の
去

つ
て
よ
り
卸
即
と

い
ふ

の
は
・
果
し
て
「
日
」
か
「
年
」
か
明
ら

か
で
な

い
が
、
明
藏
本
の
三
年

読
は
帥

ち
之
を

「
年
」
字
と
な
し
た
の
で
あ
ら
う
。
興
塁
寺
本
の

一
年
読

に
若
し
五
組

の
没
年
を
上
元

二
年
と
す
れ

ば
、
或

は
壇
脛
の
原
形
で
あ

つ
π
の
で
は
な
か
ら
5
か
。
景

徳
傳
統
録
で
は
五
闘

は
六
租

り
去

つ
て
後
三
日
上
堂
せ

な
か

つ
た
と
は
あ

る
が
、
其
年
に
逝

い
た
と
は
な
く
、
四
載
を
経
、
上
元
二
年
乙
亥

の
歳

に
滅
し
た
之
あ
る
。

四
歳

の
読
は
何

れ
よ
釦
來
つ
た
か
明
ら
か
な
ら
諏
が
、
上
元

二
年
は
成
享
五
年

(
帥
ち
上
元
元
年
、
別
傳

で
は
六
祀
の
薫

租

の
下
を
去

つ
た
年
)
の
翌
年
に
相
當
す
る
。
が
此
等
は
何
れ
も
想
像
で
あ

つ
て
何
人
も
今
は
確

と
し
て
之
を
知
♪

得
な

い
の
で
あ
る
。

(
五
)

南
海
宗
印
法
帥
の
話

は
敦
焼
本
壇
経

に
は
全
然
Z
を
闘

く
が
、
興
塁
寺
本
以
後
悉
く
之
を
存
す
る
。
而
し

て
≧
れ
は
明
ら
か
に
別
傳
よ
動
取
φ
來

つ
た
の
で
あ
ら
う
。

、

バ

鱒



り

重
寸

h万

ノ
丁

至
儀
鳳
元
年
、
初
於
廣
州
制
旨

寺
、
聴
印
宗
法
師
講
浬
榮
経
…

…
時
囎
正
月
十
三
日
、
懸
幡
、

諸
人
夜
論
幡
義
、
法
師
廊
下
隔

壁
而
聴
、
初
論
幡
者
、
幡
是
無

情
、
因
風
而
動
、
第

二
人
難
言
、

風
幡
但
是
無
情
、
如
何
得
動
、

第
三
人
因
縁
和
合
故
合
動
、
第

四
人
言
幡
不
動
、
風
自
動
耳
、

衆
人
論
喧

々
不
止
、
能
大
師
高

聲
止
諸
人

日
、
幡
無
如
飴
種
動

所
言
動
者
人
者

心
自
動
耳
、
宗

印
法
師
聞
巳
…
…
大
敷
喜
歎
日

何
期
南
方
有
如
是
無
上
之
法
寳

六
湘
順壇
郷
脳の
点吾
志
館甲的
研
究

興

聖

寺

本

至
高
宗
朝
、
到
廣
州
法
性
寺
、

値

印
宗

法
師
講
浬
薬
脛
、
時
有

風
吹
旛
動
、

一
僧
云
旙
動
、

一

僧
云
風
動
、
悪
能
云
、
非
旙
動

風
動
、
人
心
自
動
、
印
宗
聞
之

辣

然
。

明

藏

本

遽
出
至
廣
州
法
性
寺
、
値
印
宗

法
師
講
浬
薬
経

、
時
有
風
吹
幡

動
、

一
僑
日
風
動
、

一
信

日
幡

動
、
議
論
不
巳
で
恵
能
進

日
、

不
是
風
動
、
不
是
幡
動
、
仁
者

心
動
、

一
衆
骸
然
。
中
略

印
宗
聞
読
、
嶽
喜
合
掌
言
、
某

甲
講
脛
猶
如
琵
礫
、
仁
者
論
義

猶
如
眞
全
。

(
三

一
)



六
瓶
壇
超
の
書
志
學
的
研
究

(三
二
)

℃
此

一
段
は
別
傳
の
文
最
も
繁

に
し
て
興
聖
寺
本
は
最
も
簡
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
後
者
は
前
者
の
蝕
め
に
繁
に
過
ぐ

る
を
以
て
之

を
節
略
し
補
入
し
泥
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て
明
藏
本
は
興
聖
寺
本
の
飴
9
に
簡
に
過
ぐ
る
を
見
て
、

叉

幾
分
之
を
修
飾
し
π
も
の
と
思

は
れ
る
。
敦
燈
本
が
何
故
に
此

一
段
を
略
し
た
か
明
ら
か
な
ら
澱
が
、
或

は
印
宗

に

　

よ

つ
て
授
戒

せ
ら
れ
π
こ
と
を
好
ま
し
く
考

へ
な
か

つ
た
の

,か
も
知
れ
澱
。
し
か
し
王
維

の
六
組
碑
文
に
も
、

南
海
有
印
宗
法
師
、
講
温
桀
経
、
輝
帥
〔
六
祀
〕
髄
於
座
下
、
因
問
大
義
、
質
以
眞
乗
、
既

不
能

酬
、
翻
從
請
翁
、
一

乃
歎
日
、
化
身
菩
薩
在
此
色
身
、
肉
眼
凡
夫
、
願
開
慧
眼
、
遽

領
其
属
、
盤
詣
藤
居
、
奉
爲
桂
衣
、
親
自
創
髪

、

於
是
大
興
法
雨
、
普
漉
客
塵
。

と
あ

る
か
ら
風
幡
の
話
の
如
き
は
、
或
は
後
人
の
作
爲
附
會
す
る
所

か
も
判
ら

澱
が
、
其
南
海
に
印
宗
法
師
な

る
も

の
に
會
ひ
、
叉
之
に
よ

つ
て
出
家
具
式
を
受
け
π
こ
と
も
事
實
で
あ

つ
た
に
相
蓮
な

い
。
荷
ほ
別
傳
に
は
此
事
を
以

て
儀
鳳
元
年
と
な
す
に
、
興
聖
寺
本
は
何
故
か
漠
然
と
高
宗
朝
と
な
し
た
が
、
六
租
が
五
狙
に
至

つ
た
の
も
高
宗

時

代
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
此
に
高
宗
朝
に
至
り
廣
州
に
往

つ
た
と

い
ふ
の
は
、
甚
だ
其
宜
し
き
を
得
な

い
。
或

は
儀

鳳
元
年
な
る
年
代
に
多
少
の
疑
が
あ

つ
た
の
で
、
斯
く
漠
然
と
書
改
め
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
制
旨
寺
と
法
性

寺
と
は
或
は
同

一
寺
院
で
あ

つ
た
か
も
知
れ
澱
。


